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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 高等専門学校の目的が，それぞれの学校の個性や特色に応じて明確に定められ，

その内容が，学校教育法第115条に規定された，高等専門学校一般に求められる

目的に適合するものであるか。また，学科及び専攻科ごとの目的も明確に定めら

れているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校は，「知徳体三育の全人教育」を範とする建学の精神に則り，深く専門の学芸を教授し，職業

に必要な能力を育成することを目的とし，我が国の工業発展を支える有能な実践的技術者を育成する

こと，広く地域と社会に貢献することを使命として昭和37年に創設された。その使命を果たすため，

学則第１条において高等専門学校一般に求められる本校の目的を定めている（資料１－１－①－１）。

知・徳・体バランスの取れた人間教育（全人教育）を重視することは，本校の特色であり，現代にお

いても教育の根底に流れている。それを踏まえ，平成16年度に「教育理念」，「養成すべき人材像」，

「準学士課程・専攻科課程，学科・専攻ごとの独自の目的」，「学習・教育目標」，「学生への支援

に関する目標」を定め，さらに本校の中期目標として，「研究に関する目標」，「社会との連携や国

際交流に関する目標」等を定めている（資料１－１－①－２）。 

 平成 24 年３月には，本校の使命，教育理念，養成すべき人材像，教育方針，各学科の目標，学習

・教育目標，学生への支援に関する目標，国際交流等に関する目標，本校の学生受入方針を明確に定

めるため，「鈴鹿工業高等専門学校の使命等に関する規則」を制定した（資料１－１－①－３）。 

 本規則第２条の「使命」については，規則の制定に際し見直しを行った。「建学の精神」に則るこ

とについては，「鈴鹿工業高等専門学校基本理念」の前文に移し，新たに「技術者養成に関する地域

の中核的教育機関として」という位置付けを明文化した。また，未来を展望することにより，「国際

的に活躍する人づくりと新しい価値の創造により、社会の発展に貢献する。」と見直した。 

 

資料１－１－①－１

鈴鹿工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

第１章 総則 

第１節 目的 

（目的） 

第１条 鈴鹿工業高等専門学校（以下「本校」という。）は、教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）及び学校教

育法（昭和 22 年法律第 26 号）に基づき、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的

とする。 

２ 本校は、前項の目的を実現するための教育を行うことにより、社会の発展に寄与するものとする。 

 

（出典 本校ウェブサイト学内専用ページ 学則）
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資料１－１－①－２ 

○ 鈴鹿高専 第 2 期中期目標・中期計画 

 

 鈴鹿高専 第 1 期中期目標・中期計画から第 2 期中期目標・中期計画への改善点等を下線で示

す。 

 

 中期目標対照表（抜粋） 

  

中 期 目 標 （ 第 1 期 ） 中 期 目 標 （ 第 2 期 ） 

２ 研究に関する目標 ２ 研究に関する目標 

  研究活動の活性化を図るため，校長裁量

経費を活用して，学科間を越えたプロジェク

ト研究を推進するとともに，複合・融合領域に

おける研究テーマを創出し，産学官連携の

共同研究を推進する。 

 教育内容を学術の発展に即応させるた

め，継続して研究を行う。そのために必要な

学術的研究のみならず先進的な研究，学科

間を越えた複合・融合領域研究，産学官連

携による共同研究・受託研究も推進する。こ

れらの研究成果を発表や知的財産化等で

広く社会に提供し，人材育成及び地域・産

業界に貢献する。 

    

３ 社会との連携や国際交流に関する目標 ３ 社会との連携や国際交流に関する目標 

 

 地域交流・地域連携・産学官連携等を通じ

て本校の教育研究の成果を社会に還元し，

その連携協力に努める。また，地域の生涯

学習機関としての役割を果たす。 

 さらには，外国の高等教育機関との協定に

基づく学生の国際交流を継続発展させ，国

際的な視野と知見を備えた技術者の育成を

図るとともに，留学生の受入れを積極的に行

う。 

 地域交流・地域連携・産学官連携等を通じ

て本校の教育研究の成果を社会に還元し，

その連携協力に努める。また，地域の生涯

学習機関としての役割を果たす。 

 さらには，外国の高等教育機関との協定に

基づく学生の国際交流を継続発展させ，国

際的な視野と知見を備えた技術者の育成を

図るとともに，留学生の受入れを積極的に行

う。 

 

（出典 総務課資料） 
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資料１－１－①－３

鈴鹿工業高等専門学校の使命等に関する規則（抜粋） 

 （趣旨） 

第１条 本規則は、教育基本法（昭和２２年法律第２５号）、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）及び高等

専門学校設置基準(昭和３６年文部省令第２３号)等関係法令の規定に基づき、鈴鹿工業高等専門学校（以下

「本校」という。）の使命等について定め、もって教育活動の適正かつ円滑な運営を図ることを目的とする。 

（使命） 

第２条 本校の使命は次のとおりとする。 

本校は、技術者養成に関する地域の中核的教育機関として、国際的に活躍する人づくりと新しい価値の創造

により、社会の発展に貢献する。 

（教育理念） 

第３条 本校の教育理念は次のとおりとする。 

（１）広い視野から価値判断ができ、技術者精神を備えた豊かな人間性を涵養する。 

（２）科学技術に関する高い専門知識と技術に基づく深い洞察力と実践力を育成する。 

（３）未知の問題に果敢に挑み、新たな価値を創造する力を育てる。 

（４）心身を鍛え、己を確立し、自ら未来を切り拓く力を育てる。 

（養成すべき人材像） 

第４条 本校の養成すべき人材像は次のとおりとする。 

（１）生涯にわたり継続的に学修し、広い視野と豊かな人間性をもった人材 

（２）高い専門知識と技術を有し、深い洞察力と実践力を備えた人材 

（３）課題探求能力と問題解決能力を身につけた創造性豊かな人材 

（４）コミュニケーション能力に優れ、国際性を備えた人材 

（学科の教育方針） 

第５条 学科（準学士課程）の教育方針は次のとおりとする。 

５年一貫の教養教育及び実践的工学教育により、創造性豊かな実践的技術者として将来活躍するための基礎

的な知識と技術及び生涯にわたり学習する力を身に付けた人材を育てる。 

（学科の教養教育の目標） 

第６条 学科（準学士課程）の教養教育の目標は次のとおりとする。 

豊かな人間性と社会性を涵養し、広い視野からの問題把握と価値判断ができる力を培う。また、自然科学及

び情報処理の知識を習得させるとともに、英語によるコミュニケーション能力を育成する。 
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資料１－１－①－３続き

 

（学科の専門教育の共通目標） 

第７条 学科（準学士課程）の専門教育の共通目標は次のとおりとする。 

「複合型生産システム工学」教育プログラム（2003 年度 JABEE 認定）で期待される高い専門知識と豊富な実験

技術を養う。 

 （機械工学科の専門教育の目標） 

第８条 機械工学科の専門教育の目標は次のとおりとする。 

機械工学に関する理論と知識（材料と構造、運動と振動、エネルギーと流れ、情報と計測・制御、設計と生

産、機械とシステム等）、実験技術を習得させるとともに、応用・展開力、創造性を養う。 

（電気電子工学科の専門教育の目標） 

第９条 電気電子工学科の専門教育の目標は次のとおりとする。 

電気電子工学に関する理論と知識(電気磁気学、電気・電子回路、エネルギー・電気機器、物性・デバイ

ス、計測制御、情報・通信) 並びに全学年にわたって系統的に配置した実験・実習科目により実践的な技術を

習得させ、創造性を養う。 

（電子情報工学科の専門教育の目標） 

第１０条 電子情報工学科の専門教育の目標は次のとおりとする。 

電子情報工学に関する理論と知識（電気磁気学、電子回路、電子工学、電子制御、ソフトウェア工学、計算

機工学、情報通信ネットワーク等）及び実験技術並びにそれらの融合化技術に関する知識を習得させるととも

に、創造性を養う。 

（生物応用化学科の専門教育の目標） 

第１１条 生物応用化学科の専門教育の目標は次のとおりとする。 

化学に関する理論と知識（無機化学系科目、有機化学系科目、分析化学系科目、生物 

化学系科目、物理化学系科目等）及び応用化学あるいは生物工学に関するコース別専門知識（工業化学系科

目、化学工学系科目、設計・システム系科目、環境工学系科目、細胞工学系科目、遺伝子工学系科目、生体材

料工学系科目等）並びに豊富な実験技術を習得させるとともに、創造性を養う。 

（材料工学科の専門教育の目標） 

第１２条 材料工学科の専門教育の目標は次のとおりとする。 

材料工学に関する理論と知識（材料の物理と化学、材料の構造・設計・物性・機能、製造プロセス等）及び

豊富な実験技術を習得させるとともに、それらを応用して材料に関連する諸問題を解決できる創造性を養う。 
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資料１－１－①－３続き

 

 （学習・教育目標） 

第１７条 教育理念、養成すべき人材像、教養教育の目標、専門教育の目標などを統合し、学生が身に付けるべ

き姿勢・知識・技術・能力を、学科（準学士課程）及び専攻科（専攻科課程）ごとの「学習・教育目標」とし

て別に定める。 

（学生への支援に関する目標） 

第１８条 本校の学生への支援に関する目標は次のとおりとする 

豊かな人間性、健全な心身及び確かな自己実現を図るため、学生の学習活動や課外活動等への参加を促進

し、未来を自ら切り拓く力を引き出せるよう修学上及び生活上の支援を行う。 

 （学科学生の受入方針）    

第１９条 本校の学科学生受入方針は次のとおりとする 

（１）自然科学に興味をもち、将来の科学技術の発展に夢を抱く人 

（２）自らの向上をめざして継続的に自己学習ができる人 

（３）何事にも積極的に挑戦できる意思と意欲のある人 

（第４学年編入学生の受入方針） 

第２０条 本校の第４学年編入学生受入方針は次のとおりとする 

（１）科学技術に興味をもち、その発展に夢を抱く人 

（２）自らの向上をめざして継続的に自己学習ができる人 

（３）論理的に物事を考えることができる人 

（４）何事にも積極的に挑戦する意思と意欲のある人 

（留学生の受入方針） 

第２１条 本校の留学生受入方針は次のとおりとする 

（１）科学技術に興味をもち、その発展に夢を抱く人 

（２）自らの向上をめざして継続的に自己学習ができる人 

（３）論理的に物事を考えることができる人 

（４）何事にも積極的に挑戦する意思と意欲のある人 

 （５）日本語と日本文化に興味と関心を抱く人 

 

（出典 本校ウェブサイト学内専用ページ 鈴鹿工業高等専門学校の使命等に関する規則）
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本校では，教育理念，養成すべき人材像，教養教育の目標，専門教育の目標などを統合し，学生が

身に付けるべき姿勢・知識・技術・能力を，学科（準学士課程）及び専攻科（専攻科課程）ごとの

「学習・教育目標」として定めている。 

「学習・教育目標」（A）の＜視野＞は教育理念の（１）及び養成すべき人材像の（１）を，＜技

術者倫理＞は教育理念の（１）を，＜意欲＞は教育理念の（３），（４）及び養成すべき人材像の

（１）を踏まえて策定している。また，「学習・教育目標」（B）の＜基礎＞は教育に関する方針，

目標を，＜専門＞は養成すべき人材像の（２）及び教育に関する方針，目標を，＜展開＞は教育理念

の（２），（３）及び養成すべき人材像の（３）を踏まえて策定している。さらに，「学習・教育目

標」（C）の＜発表＞は養成すべき人材像の（４）を，＜英語＞は養成すべき人材像の（４）及び教

育に関する方針，目標を踏まえて策定している（資料１－１－①－４）。 

 

 

資料１－１－①－４ 

 

資料2-1-①-3  本校の「教育目的」と各学科及び専攻科（「複合型生産システム工学」教育プロ

グラム）の学習・教育目標との対応表 

 

  本校の「教育目的」   教育理念 養成すべき人材像 教育に関する

方針，目標 学習・教育目標   (1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (4) 

(A) 

＜視野＞ ○    ○        

＜技術者倫理＞ ○            

＜意欲＞   ○ ○ ○        

(B) 

＜基礎＞           ○ 

＜専門＞      ○     ○ 

＜展開＞  ○ ○    ○     

(C) 
＜発表＞         ○   

＜英語＞         ○ ○ 

＜注＞○印は該当箇所を示す  

 

（出典 平成17年度機関別認証評価自己評価書p.218 資料2-1-①-3） 
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専攻科の目的は学則の第４条に定め（資料１－１－①－５），学科（準学士課程）における教育の

基礎の上に，精深な程度において工学の高度な専門的知識と実践的技術を教授研究し，もって広く産

学の発展に寄与する人材を育成するとしている。また，「鈴鹿工業高等専門学校の使命等に関する規

則」には，専攻科の教育方針，共通教育目標，各専攻の教育目標及び専攻科学生受入方針を明確に定

めている（資料１－１－①－６）。さらに専攻科生が身に付けるべき姿勢・知識・技術・能力を学習

・教育目標（「複合型生産システム工学」学習・教育目標）として別に定めている（資料１－１－①

－７）。 

 

 

資料１－１－①－５

鈴鹿工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

第４条 本校に、専攻科を置く。 

２ 専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、精深な程度において工学の高度な専門的知識と実践的

技術を教授研究し、もって広く産学の発展に寄与する人材を育成することを目的とする。 

３ 専攻科に置く専攻及び入学定員は次のとおりとする。 

（出典 本校ウェブサイト学内専用ページ 学則）
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資料１－１－①－６

鈴鹿工業高等専門学校の使命等に関する規則（抜粋） 

 

（専攻科の教育方針） 

第１３条 専攻科（専攻科課程）の教育方針は次のとおりとする。 

 （１）幅広い基礎技術と高度な専門知識を有し、広い視野から社会の変化に的確に対応できる技術者の育成 

 （２）新しい価値を創造する力を備え、研究開発能力、課題探求能力を有し、社会に貢献できる意欲的な技術

者の育成 

 （３）社会に対する責任を自覚でき、優れた倫理観をもった技術者の育成 

 （４）日本語および英語によるコミュニケーション能力をもった技術者の育成 

 （専攻科の共通教育目標） 

第１４条 専攻科の共通教育目標は次のとおりとする 

JABEEの認定基準に準拠した複合型生産システム工学に関連する分野で技術革新を担うことができる高度で幅広い

専門知識を習得させるとともに，研究開発能力，課題探求・問題解決能力，技術者倫理を含む総合的判断力，英

語によるコミュニケーション能力の育成を図り，技術開発の場で新たな価値を創造する力を育てる。 

（電子機械工学専攻の教育目標） 

第１５条 電子機械工学専攻の教育目標は次のとおりとする 

機械工学，電気電子工学，電子情報工学等の学科出身者を対象として，機械・生産システム，メカトロニクス，

計測制御技術，エレクトロニクス，情報技術などの分野で技術革新を担うことができる高い専門知識を習得させ

るとともに，研究開発能力を養う。 

（応用物質工学専攻の教育目標） 

第１６条 応用物質工学専攻の教育目標は次のとおりとする 

生物応用化学，材料工学等の学科出身者を対象として，ファインケミストリー，バイオテクノロジー，材料プロ

セシング，環境保全・リサイクル技術，及び機能性新素材などの分野で技術革新を担うことができる高い専門知

識を習得させるとともに，研究開発能力を養う。 

 

（専攻科学生の受入方針） 

第２２条 本校の専攻科学生受入方針は次のとおりとする 

（１）科学技術に興味をもち、その発展に夢を抱く人 

（２）自らの向上をめざして継続的に自己学習ができる人 

（３）論理的に物事を考えることができる人 

（４）豊かな想像力と何事にも積極的に挑戦する行動力をもった人 

（５）広い視野をもち、国際社会で活躍できる人 

 

（出典 本校ウェブサイト学内専用ページ 鈴鹿工業高等専門学校の使命等に関する規則）
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資料１－１－①－７

 

「複合型生産システム工学」学習・教育目標 

 

高専教育の特徴である早期７年一貫教育により，主となる専門分野（機械，電気・電子・

情報，化学・生物，材料）の知識に加えて，中京地区の伝統的特徴である素材から工業製品

に至る“ものづくり”に必要な生産システムに関する工学基礎知識，豊富な実験技術および

新たな価値を創り出すことができる力＊を身に付け，国際的に活躍できる実践的技術者を育

成する。本プログラムの修了者は，以下の姿勢・知識・能力を身に付けている必要がある。

＊ 社会のニーズに対応して有用な製品や良質のサービスを実現するため，習得した知識・技術をもとに

自ら進んで，技術的諸問題の解決や新たな“ものづくり”に取り組める能力 

 

(A)技術者としての姿勢 (a, b, e, g) 

＜視野＞ 自己と世界の関係を理解し地球規模で物事を眺めることができる。(a) 

人文・社会科学及び外国語の学習を通して，世界の歴史や文化，社会のしくみの違

いを認識し，幅広い視野から物事を考えることができる。また，社会における自分自

身，世界における日本の位置付けを理解し，他者他国の立場から物事を考えることが

できる。 

 

＜技術者倫理＞ 生産により生じる環境と社会への影響を認識し責任を自覚できる。(b) 

技術者としての倫理観を身に付け，人類の生産活動によって生じた環境の破壊や技

術者のモラルの欠如によって生じた重大事故等の事例を通して，技術者の社会的責任

を理解できる。 

 

＜意欲＞ 習得した知識・能力を超える問題に備えて，継続的・自律的に学習できる。

(e, g) 

急速に進展する技術社会に対応できるよう，生涯にわたり自発的に学習する姿勢を

身に付けて，知識・経験を継続的に積み上げることができる。 

 

(B)基礎・専門の知識とその応用力  (c, d, e, h) 

＜基礎＞ 数学，自然科学および情報技術の知識を習得し，それを活用できる。(c) 

数学，自然科学および情報技術の知識として 

・ 数学：微分積分，代数学，微分方程式等に関する知識  

・ 自然科学： 一般物理，一般化学に関する知識  

・ 情報技術： 情報基礎に関する知識 

の内容を習得し，それを活用することができる。 

 



鈴鹿工業高等専門学校 基準１ 

 - 14 -

資料１－１－①－７続き

＜専門＞ 基礎工学および主となる専門分野に加えて，生産システムに関する専門工学

（生産・素材・計測に関する工学ならびに知識に関する工学）の知識を習得し，

それを活用できる。(d) 

「基礎工学」として 

・ 設計・システム系科目  

・ 情報・論理系科目  

・ 材料・バイオ系科目  

・ 力学系科目 

・ 社会技術系科目 

の内容を習得し，それを活用することができる。 

 

「主となる専門分野の知識（実験技術を含む）」として 

・ 機械   ：機械工学に関する知識 

・ 電気・電子・情報 ：電気工学・電子工学・情報工学に関する知識  

・ 化学・生物  ：応用化学・生物化学・生物工学に関する知識  

・ 材料   ：材料工学に関する知識  

のいずれかの内容を習得し，それを活用することができる。 

 

「生産システムに関する専門工学の知識」として 

・ 生産に関する工学 ：生産・製造方法等に関連する知識  

・ 素材に関する工学 ：材料の種類、特性・性質等に関連する知識  

・ 計測に関する工学 ：計測技術に関連する知識  

・ 知識に関する工学  ：効率的な問題解決システムの構築または利用に 

関連する知識 

の内容を習得し，それを活用することができる。 

 

＜展開＞ 習得した知識をもとに創造性を発揮し，限られた時間内で仕事を計画的に進

めまとめることができる。(c, d, e, h) 

主となる専門分野および生産システムに関する知識をもとに，解決すべき問題に

対して創造性を発揮し，解決法をデザインできる。また，その解決法を計画的に実

行し，限られた時間内でレポート，論文等にまとめることができる。  
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（分析結果とその根拠理由） 

本校は，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成するため，教育理念，養成すべき人

材像，教育方針，各学科（準学士課程）の目標，専攻科（専攻科課程）の教育方針，共通教育目標，

各専攻の教育目標を，本校の使命及び特色を踏まえて具体的かつ明確に定めている。また，それら

を統合し，学生が身につけるべき姿勢・知識・技術・能力を，学科及び専攻科ごとの「学習・教育

目標」として策定しており，学校教育法の定める目的に合致している。 

 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の基本理念（使命，教育理念，養成すべき人材像）及び教育目標は，ウェブサイト（資料１－

２－①－１）による一般的な周知のほか，教員（非常勤講師を含む）には教員手帳（資料１－２－①

－２）及び学生便覧（資料１－２－①－３），職員には学生便覧（資料１－２－①－３），学生には

学期始めのオリエンテーションにおいて学生便覧（資料１－２－①－３）により周知している。 

 

資料１－１－①－７続き

 

(C)コミュニケーション能力 (f) 

＜発表＞ 自らの取り組む課題に関する成果・問題点等を論理的に記述・伝達・討論でき

る。(f) 

卒業研究論文，特別研究論文を論理的に記述することができる。与えられた時間内

で，電子機器等を効果的に利用して卒業研究および特別研究の成果を口頭で発表でき，

討論ができる。 

＜英語＞ 英語による基本的なコミュニケーションができる。(f) 

専門領域に関する英語で書かれた文献の内容を理解することができ，卒業研究論文，

特別研究論文の要旨を英語で記述することができる。また，特別研究の口頭での概要説

明を経験している。 

（備考） 

文末のアルファベットは，日本技術者教育認定機構（JABEE）の基準 1(1)との対応関係を示

す。 

 

（出典 平成24年度学生便覧p.176-178）
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資料１－２－①－１

基本理念・教育目標 

 



鈴鹿工業高等専門学校 基準１ 

 - 17 -

 

資料１－２－①－１続き
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資料１－２－①－１続き

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料１－２－①－２ 

 

鈴鹿工業高等専門学校基本理念 

 

鈴鹿工業高等専門学校は、建学の精神を踏まえ、未来を展望し、次のと

おり教育理念と養成すべき人材像を定める。 

 

使命 

本校は、技術者養成に関する地域の中核的教育機関として、国際的に活

躍する人づくりと新しい価値の創造により、社会の発展に貢献する。 

 

教育理念 

(1) 広い視野から価値判断ができ、技術者精神を備えた豊かな人間性

を涵養する。 

(2) 科学技術に関する高い専門知識と技術に基づく深い洞察力と実践

力を育成する。 

(3) 未知の問題に果敢に挑み、新たな価値を創造する力を育てる。 

(4) 心身を鍛え、己を確立し、自ら未来を切り拓く力を育てる。 

 

養成すべき人材像 

(1) 生涯にわたり継続的に学修し、広い視野と豊かな人間性をもった

人材 

(2) 高い専門知識と技術を有し、深い洞察力と実践力を備えた人材 

(3) 課題探求能力と問題解決能力を身につけた創造性豊かな人材 

(4) コミュニケーション能力に優れ、国際性を備えた人材 
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資料１－２－①－２続き 

鈴鹿工業高等専門学校の教育目標 

 

○教育に関する目標 

＜学科教育＞ 

教育方針 

５年一貫の教養教育及び実践的工学教育により，創造性豊かな実践

的技術者として将来活躍するための基礎的な知識と技術及び生涯にわ

たり学習する力を身に付けた人材を育てる。 

 

教養教育の目標 

豊かな人間性と社会性を涵養し，広い視野からの問題把握と価値判

断ができる力を培う。また，自然科学及び情報処理の知識を習得させ

るとともに，英語によるコミュニケーション能力を育成する。 

 

  専門教育の共通目標 

「複合型生産システム工学」教育プログラム（2003 年度 JABEE 認

定）で期待される高い専門知識と豊富な実験技術を養う。 

 

  機械工学科の目標 

   機械工学に関する理論と知識（材料と構造，運動と振動，エネルギ

ーと流れ，情報と計測・制御，設計と生産，機械とシステム等），実

験技術を習得させるとともに，応用・展開力，創造性を養う。 
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資料１－２－①－２続き 

電気電子工学科の目標 

電気電子工学に関する理論と知識(電気磁気学、電気・電子回路、

エネルギー・電気機器、物性・デバイス、計測制御、情報・通信) 

並びに全学年にわたって系統的に配置した実験・実習科目により実

践的な技術を習得させ、創造性を養う。 

 

電子情報工学科の目標 

電子情報工学に関する理論と知識（電気磁気学，電子回路，電子工

学，電子制御，ソフトウェア工学，計算機工学，情報通信ネットワー

ク等）及び実験技術並びにそれらの融合化技術に関する知識を習得さ

せるとともに，創造性を養う。 

 

生物応用化学科の目標 

   化学に関する理論と知識（無機化学系科目，有機化学系科目，分析

化学系科目，生物化学系科目，物理化学系科目等）及び応用化学ある

いは生物工学に関するコース別専門知識（工業化学系科目，化学工学

系科目，設計・システム系科目，環境工学系科目，細胞工学系科目，

遺伝子工学系科目，生体材料工学系科目等）並びに豊富な実験技術を

習得させるとともに，創造性を養う。 

 

材料工学科の目標 

材料工学に関する理論と知識（材料の物理と化学，材料の構造・設

計・物性・機能，製造プロセス等）及び豊富な実験技術を習得させる

とともに，それらを応用して材料に関連する諸問題を解決できる創造

性を養う。 
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資料１－２－①－２続き 

＜専攻科教育＞ 

  教育方針 

  （１）幅広い基礎技術と高度な専門知識を有し、広い視野から社会の

変化に的確に対応できる技術者を育成する。 

  （２）新しい価値を創造する力を備え、研究開発能力、課題探求能力

を有し、社会に貢献できる意欲的な技術者を育成する。 

  （３）社会に対する責任を自覚でき、優れた倫理観をもった技術者を

育成する。 

  （４）日本語及び英語によるコミュニケーション能力をもった技術者

を育成する。 

 

共通教育目標 

JABEE の認定基準に準拠した複合型生産システム工学に関連する分

野で技術革新を担うことができる高度で幅広い専門知識を習得させる

とともに，研究開発能力，課題探求・問題解決能力，技術者倫理を含

む総合的判断力，英語によるコミュニケーション能力の育成を図り，

技術開発の場で新たな価値を創造する力を育てる。 

 

電子機械工学専攻の教育目標 

機械工学，電気電子工学，電子情報工学等の学科出身者を対象とし

て，機械・生産システム，メカトロニクス，計測制御技術，エレクト

ロニクス，情報技術などの分野で技術革新を担うことができる高度な

専門知識を習得させるとともに，研究開発能力を養う。 

 

応用物質工学専攻の教育目標 

生物応用化学，材料工学等の学科出身者を対象として，ファインケ

ミストリー，バイオテクノロジー，材料プロセシング，環境保全・リ

サイクル技術，及び機能性新素材などの分野で技術革新を担うことが

できる高度な専門知識を習得させるとともに，研究開発能力を養う。 
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資料１－２－①－２続き 

＜学習・教育目標＞ 

教育理念，養成すべき人材像，教養教育の目標，専門教育の目標な

どを統合し，学生が身に付けるべき姿勢・知識・技術・能力を，学科

及び専攻科ごとの「学習・教育目標」として別に定める。 

 

○学生への支援に関する目標 

豊かな人間性、健全な心身及び確かな自己実現を図るため、学生の

学習活動や課外活動等への参加を促進し、未来を自ら切り拓く力を引

き出せるよう修学上及び生活上の支援を行う。 

 

（出典 平成24年度教員手帳p.1-3） 
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資料１－２－①－３

鈴鹿工業高等専門学校基本理念 

 

 

鈴鹿工業高等専門学校は、建学の精神を踏まえ、未来を展望し、次のとおり教育理念と養成す

べき人材像を定める。 

 

使命 

本校は、技術者養成に関する地域の中核的教育機関として、国際的に活躍する人づくりと新し

い価値の創造により、社会の発展に貢献する。 

 

教育理念 

(1) 広い視野から価値判断ができ、技術者精神を備えた豊かな人間性を涵養する。 

(2) 科学技術に関する高い専門知識と技術に基づく深い洞察力と実践力を育成する。 

(3) 未知の問題に果敢に挑み、新たな価値を創造する力を育てる。 

(4) 心身を鍛え、己を確立し、自ら未来を切り拓く力を育てる。 

 

養成すべき人材像 

(1) 生涯にわたり継続的に学修し、広い視野と豊かな人間性をもった人材 

(2) 高い専門知識と技術を有し、深い洞察力と実践力を備えた人材 

(3) 課題探求能力と問題解決能力を身につけた創造性豊かな人材 

(4) コミュニケーション能力に優れ、国際性を備えた人材 
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資料１－２－①－３続き

 

鈴鹿工業高等専門学校の教育目標 

○教育に関する目標 

 

＜学科教育＞ 

教育方針 

５年一貫の教養教育及び実践的工学教育により，創造性豊かな実践的技術者として将

来活躍するための基礎的な知識と技術及び生涯にわたり学習する力を身に付けた人材を

育てる。 

 

教養教育の目標 

豊かな人間性と社会性を涵養し，広い視野からの問題把握と価値判断ができる力を

培う。また，自然科学及び情報処理の知識を習得させるとともに，英語によるコミュニ

ケーション能力を育成する。 

 

  専門教育の共通目標 

「複合型生産システム工学」教育プログラム（2003 年度 JABEE 認定）で期待される高

い専門知識と豊富な実験技術を養う。 

 

  機械工学科の目標 

   機械工学に関する理論と知識（材料と構造，運動と振動，エネルギーと流れ，情報と

計測・制御，設計と生産，機械とシステム等），実験技術を習得させるとともに，応用

・展開力，創造性を養う。 

 

電気電子工学科の目標 

電気電子工学に関する理論と知識(電気磁気学、電気・電子回路、エネルギー・電気

機器、物性・デバイス、計測制御、情報・通信) 並びに全学年にわたって系統的に配

置した実験・実習科目により実践的な技術を習得させ、創造性を養う。 

 

電子情報工学科の目標 

電子情報工学に関する理論と知識（電気磁気学，電子回路，電子工学，電子制御，ソ

フトウェア工学，計算機工学，情報通信ネットワーク等）及び実験技術並びにそれらの

融合化技術に関する知識を習得させるとともに，創造性を養う。 
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資料１－２－①－３続き

 

生物応用化学科の目標 

   化学に関する理論と知識（無機化学系科目，有機化学系科目，分析化学系科目，生物

化学系科目，物理化学系科目等）及び応用化学あるいは生物工学に関するコース別専門

知識（工業化学系科目，化学工学系科目，設計・システム系科目，環境工学系科目，細

胞工学系科目，遺伝子工学系科目，生体材料工学系科目等）並びに豊富な実験技術を習

得させるとともに，創造性を養う。 

 

材料工学科の目標 

材料工学に関する理論と知識（材料の物理と化学，材料の構造・設計・物性・機能，

製造プロセス等）及び豊富な実験技術を習得させるとともに，それらを応用して材料に

関連する諸問題を解決できる創造性を養う。 

 

 

 ＜専攻科教育＞ 

  教育方針 

  （１）幅広い基礎技術と高度な専門知識を有し、広い視野から社会の変化に的確に対応

できる技術者を育成する。 

  （２）新しい価値を創造する力を備え、研究開発能力、課題探求能力を有し、社会に貢

献できる意欲的な技術者を育成する。 

  （３）社会に対する責任を自覚でき、優れた倫理観をもった技術者を育成する。 

  （４）日本語及び英語によるコミュニケーション能力をもった技術者を育成する。 

 

共通教育目標 

JABEE の認定基準に準拠した複合型生産システム工学に関連する分野で技術革新を担

うことができる高度で幅広い専門知識を習得させるとともに，研究開発能力，課題探求

・問題解決能力，技術者倫理を含む総合的判断力，英語によるコミュニケーション能力

の育成を図り，技術開発の場で新たな価値を創造する力を育てる。 

 

電子機械工学専攻の教育目標 

機械工学，電気電子工学，電子情報工学等の学科出身者を対象として，機械・生産シ

ステム，メカトロニクス，計測制御技術，エレクトロニクス，情報技術などの分野で技

術革新を担うことができる高度な専門知識を習得させるとともに，研究開発能力を養

う。 
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資料１－２－①－３続き

 

 

応用物質工学専攻の教育目標 

生物応用化学，材料工学等の学科出身者を対象として，ファインケミストリー，バイ

オテクノロジー，材料プロセシング，環境保全・リサイクル技術，及び機能性新素材な

どの分野で技術革新を担うことができる高度な専門知識を習得させるとともに，研究開

発能力を養う。 

 

 

＜学習・教育目標＞ 

教育理念，養成すべき人材像，教養教育の目標，専門教育の目標などを統合し，学生

が身に付けるべき姿勢・知識・技術・能力を，学科及び専攻科ごとの「学習・教育目

標」として別に定める。 

 

 

 

○学生への支援に関する目標 

豊かな人間性、健全な心身及び確かな自己実現を図るため、学生の学習活動や課外

活動等への参加を促進し、未来を自ら切り拓く力を引き出せるよう修学上及び生活上

の支援を行う。 

 

 

（出典 平成24年度学生便覧 冒頭）
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教職員及び学生に対しては，このほか，機会を捉えて適宜に本校の目的を周知している。例えば，

平成 24 年３月には教職員会議において周知した（資料１－２－①－４）。さらに新任教員に対する

説明会を年度当初に実施し，周知している（資料１－２－①－５）。学科の各クラスルームには，よ

り具体化した学科ごとの「学習・教育目標」を，学科４年以上及び専攻科の各クラスルームには，

「複合型生産システム工学」の「学習・教育目標」をパネルで掲示し，学生が身に付けるべき姿勢・

知識・技術・能力を明確にしている（資料１－２－①－６）。 

 

 

資料１－２－①－４

 

「鈴鹿工業高等専門学校の使命等に関する規則」の制定について 

 

1. 制定理由 

高等専門学校設置基準の一部改正（平成 19 年 7 月 31 日公布。平成 20 年 4 月 1 日施

行）に基づき、本校の使命等を規則として定める。 

 

2. 平成 24 年 3 月 5 日から施行する。 

 

3. 参考 

 高等専門学校設置基準 

  （教育上の目的）  

 第３条  高等専門学校は、学科ごとに、人材の養成に関する目的その他の教育上の目

的を学則等に定め、公表するものとする。 

 

（出典 平成23年度第11回教職員会議資料）
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資料１－２－①－５

 

平成２４年度新任教員等に対する説明会実施要領 

                   

  

１．日時及び場所   平成２４年４月４日（水） 

１０時００分～１３時５０分（第２会議室） 

            １４時００分～１４時３０分（情報処理センタ－） 

 

２．受講対象者    管理教職員を除く平成２４年４月１日付け採用及び他大学・高専等

から転入教職員（事務職員は①，②，⑥及び⑦のみ、非常勤職員は⑦

のみ）  

 

３．研修内容      

①挨拶              １０時００分～１０時１０分 

②管理運営に関する事項      １０時１０分～１０時３０分  （事務部長） 

③教務に関する事項     １０時３０分～１１時００分  （教務主事） 

④学生の生活支援に関する事項    １１時００分～１１時２０分  （学生主事） 

⑤学寮における学生生活に関する事項 １１時２０分～１１時４０分  （寮務主事） 

（終了後，寮の見学を行います。） 

            

⑥諸手続きに関する事項      １３時２０分～１３時５０分  （人事給与係） 

                      （契約係）     

⑦情報処理センタ－の説明会     １４時００分～１４時３０分  （情報処理副 

センタ－長）  

             

４．進   行      総務課長 

 

５．配付・持参資料（教員のみ）     教員手帳、学生便覧 

  

 

（出典：総務課資料）
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資料１－２－①－６

 

２．学習・教育目標 

本校の５学科には，それぞれの学習・教育目標があり，全ての教室に掲示しています。 

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　機 械 工 学 科 　学 習 ・教 育 目 標　　　　　　　　　　　　　　　機 械 工 学 科 　学 習 ・教 育 目 標

　本 学 科 の 卒 業 生 は 、産 業 界 で 活 躍 で き る実 践 的 機 械 技 術 者 と し て 、以 下 の 姿 勢 ・知 識 ・技 術 ・能 力 を 身 に 付 け て い る必 要 が あ る。

　（Ａ）技 術 者 とし て の 姿 勢 ( a,b,e,g )
　　＜ 視 野 ＞ 　自 己 と世 界 の 関 係 を 理 解 し地 球 規 模 で 物 事 を 眺 め る。 ( a  )

　　＜ 技 術 者 倫 理 ＞ 　生 産 に より生 じる環 境 と社 会 へ の 影 響 を 認 識 し責 任 を自 覚 す る。 ( b  )
　　＜ 意 欲 ＞ 　習 得 し た 知 識 ・技 術 ・能 力 を 超 え る問 題 に 備 え て 、継 続 的 ・自 律 的 に 学 習 す る。 ( e , g  )

　（Ｂ）基 礎 ・専 門 の 知 識 ・技 術 とそ の 応 用 力 ( c, d, e, h )
　　＜ 基 礎 ＞ 　数 学 、自 然 科 学 お よび 情 報 技 術 の 知 識 を 習 得 し て い る。 (c)

　　＜ 専 門 ＞ 　機 械 主 要 分 野 の 専 門 基 礎 知 識 、お よ び 機 械 分 野 の 諸 問 題 解 決 に 必 要 な 専 門 知 識 ・技 術 を身 に 付 け て い る。 ( d  )
　　＜ 展 開 ＞ 　習 得 し た 知 識 ・技 術 を も とに 創 造 性 を 発 揮 し、限 ら れ た 時 間 内 で 仕 事 を 計 画 的 に 進 め ま とめ ることが で き る。 ( c, d , e , h )

　（Ｃ）コミュニ ケ ー シ ョン 能 力 ( f )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　＜ 発 表 ＞ 　自 ら の 取 り組 む 課 題 に 関 す る成 果 ・問 題 点 等 を論 理 的 に 記 述 ・伝 達 ・討 論 で き る。 ( f )　　 　　　

　　＜ 英 語 ＞ 　英 語 に よる基 本 的 な コミュニ ケ ー シ ョン が で き る。 ( f )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

　　　　　　注 ）：文 末 の ア ル フ ァ ベ ットは JA BE Eの 基 準 １ (1)との 対 応 関 係 を示 す 。 　

　

　　　　　　　

 

 

　　　電 気 電 子 工 学 科 （電 気 工 学 科 ）　学 習 ・教 育 目 標

　　　本 学 科 の 卒 業 生 は 、基 礎 理 論と十 分 なる実 験 ・実 習 技 術 を背 景 に 、工 業 分 野 で活 躍 で

きる実 践 的 技 術 者 として以 下 の 知 識 ・技 術 ・能 力 を身 につ けている必 要 が あ る。

　（Ａ）技 術 者 としての 姿 勢 ( a，b，e，g )
　　 ＜ 視野 ＞ 　地 球 人 としての 視野 をもって自 己 と世 界 の 関係 を理解 し、地球 規 模 で物 事 を眺 める。( a ) 
　　 ＜ 技術 者 倫 理＞ 　技術 が 人 類・社会 ・自 然 におよぼ す 影 響や 生 産 により生じる環 境と社 会の 変 化 を認 識 し

　　　　　　責 任を自 覚す る。( b ) 　　　　

　　 ＜ 意欲 ＞ 　習 得 した知 識・能 力を超 える問 題 に備 えて、継続 的 ・自 律 的に 学習 す る。( e, g )

　（Ｂ）基 礎 ・専 門 の 知 識 とその 応 用 力 ( c, d, e, h )
　　 ＜ 基礎 ＞ 　数 学 、自 然科 学 および 情 報技 術の 知 識 を習 得 している。(c) 
　　 ＜ 専門 ＞ 　電 気 ・電 子 ・情 報 通信 分 野の 基 礎理 論 、基 礎技 術 の 知識 を習得 している。( d )

＜ 展 開 ＞　習 得 した知 識をもとに創 造性 を発揮 し、限られた 時間 内 で仕 事 を計 画的に 進 めまとめることが

　できる。 ( c, d, e, h ) 

　（Ｃ）コミュニケ ー ション能 力 ( f )
　 　＜ 発表 ＞ 　自 らの 取 り組 む課 題に 関する成 果 ・問 題 点 等を論 理的 に 記述 ・伝 達 ・討 論 できる。( f )
　　 ＜ 英語 ＞ 　英 語に よる基 本的 なコミュニケー ションが できる。( f )

注：文 末のアルファベ ットはJABEEの基 準１(1)との 対応関係を示す。

 

（出典 平成24年度学生便覧p.34）
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平成 23 年度当初に第２学年～第５学年の学生を対象として行ったアンケートでは，教育理念，養

成すべき人材像，教養・専門教育の目標等に基づく各学科の「学習・教育目標」の理解についての自

己評価は，5 段階評価で概ね平均３以上であるが，平均３を下回る学年がある。また，平成 23 年度

学科卒業時及び専攻科修了時に行ったアンケートでは，学科生は平均 3.4～3.7，専攻科生は平均 3.3

～4.3 と概ね理解されている。（資料１－２－①－７） 

平成 24 年４月に教職員（非常勤講師を含む）に行ったアンケートでは，「本校の使命」「教育理

念」「養成すべき人材像」「学習・教育目標」については平均 4.3～4.5 と十分理解されていること

が明らかとなった（資料１－２－①－８）。「本校の学生への支援に関する目標」については平均

4.1 であり，他の項目に比べてわずかに低い値であるが，十分理解されていると判断できる。 
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資料１－２－①－７ 

 

学生に対する本校の目的の周知に関するアンケート調査結果のまとめ 

 

○アンケート項目 

 

＜学校の目的の周知＞ 

教育理念，養成すべき人材像，教養・専門教育の目標等に基づく「学習・教育目標」を 

 [5.十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解できていない。]  

 

○アンケート結果 

 

  時期 対象者 
自己 

評価 

 
  時期 対象者 

自己 

評価  

２ 

年 

23 年度 

４月 

Ｍ 3.0   

学 

 

科 

23 年度

卒業時

 

Ｍ 3.4  

Ｅ 1.9   Ｅ 3.4  

Ｉ 2.6   Ｉ 3.7  

Ｃ 2.4   Ｃ 3.6  

Ｓ 2.7   Ｓ 3.6  

３ 

年 

23 年度 

４月 

Ｍ 3.0       

Ｅ 3.2   
  時期 

出身 

学科 

自己 

評価 Ｉ 3.1   

Ｃ 2.6   

専 

攻 

科 

23 年度

修了時

 

Ｍ 3.6  

Ｓ 3.0   Ｅ 3.3  

４ 

年 

23 年度 

４月 

Ｍ 2.6   Ｉ 3.8  

Ｅ 3.3   Ｃ 3.7  

Ｉ 3.5   Ｓ 4.3  

Ｃ 2.7       

Ｓ 2.6       

５ 

年 

23 年度 

４月 

Ｍ 3.3       

Ｅ 3.1       

Ｉ 3.2       

Ｃ 2.9       

Ｓ 3.4       

 

（出典：総務課資料） 
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資料１－２－①－８ 

 

教職員（非常勤講師を含む）に対する本校の目的の周知に関するアンケート調査 

 

○アンケート項目 

 

１．本校の使命を知っていますか。 

[5. よく知っている。→→→→ 1. 全く知らない。] 

 

２．本校の教育理念を知っていますか。 

[5. よく知っている。→→→→ 1. 全く知らない。] 

 

３．本校の養成すべき人材像を知っていますか。 

[5. よく知っている。→→→→ 1. 全く知らない。] 

 

４．本校の教育理念，養成すべき人材像，教養教育の目標，専門教育の目標などを統合

し，学生が身に付けるべき姿勢・知識・技術・能力を，学科（準学士課程）及び専攻

科（専攻科課程）ごとの「学習・教育目標」として定めていることを知っています

か。 

 [5. よく知っている。→→→→ 1. 全く知らない。] 

 

５．本校の「学習・教育目標」の概要を知っていますか。 

 [5. よく知っている。→→→→ 1. 全く知らない。] 

 

６．本校の学生への支援に関する目標を知っていますか。 

 [5. よく知っている。→→→→ 1. 全く知らない。] 

 

○アンケート結果 

 

時期 項目 
自己評

価 

24 年度

４月 

1 4.5  

2 4.4  

3 4.5  

4 4.3  

5 4.3  

6 4.1  
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（分析結果とその根拠理由） 

本校のウェブサイト，各種資料，掲示パネル等の様々な手段を用い，かつ，種々の機会をとらえ

て教職員及び学生への説明を行っている。学生へのアンケート結果からは，学科生・専攻科生とも

に概ね理解されていると判断できる。また，教職員へのアンケート結果からは，「本校の使命」，

「教育理念」，「養成すべき人材像」及び「学習・教育目標」について確実に理解されていると判

断できる。 

以上のことから，本校では目的を学校の構成員に十分に周知している。  
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観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校ウェブサイトに「教育理念・教育目標」を公開している（資料１－２－①－１）。また，広報

用資料「鈴鹿工業高等専門学校ポケットガイド」（資料１－２－②－１）には，教育理念，養成すべ

き人材像に加えて，１．教育に関する目標（学科教育，専攻科教育），２．研究に関する目標，３．

社会との連携や国際交流に関する目標，４．管理運営に関する目標を掲載している。このポケットガ

イド（平成23年度は2,500部作成）は，産学官連携活動の行事に参加する企業等，公開講座などの学

内行事への参加者，インターンシップ巡回で訪問する企業及び入試広報で訪問する中学校等，幅広く

配布している（資料１－２－②－２）。 

資料１－２－②－１

基本理念・目標 

 

（出典 平成23年度ポケットガイド）
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平成24年度学科学生募集要項・入学案内（資料１－２－②－３）には「教育理念」及び「求める入

学志願者像」を記載し，中学校の進路指導教諭を対象とした入試説明会（開催地：本校，水口，桑名，

伊勢，尾鷲）及び学校見学会・受験相談において説明している。また，中学校主催の入試説明会に教

員が参加し，本校の教育理念等学校のPRを行っている。さらに，希望する県内外の中学校へ担当教員

が訪問し，本校の入試のほか，「教育理念」及び「求める入学志願者像」を説明している（資料１－

２－②－４）。 

学科入試だけでなく，平成24年度編入学生募集要項・編入学案内に「教育理念」を，平成25年度専

攻科学生募集要項・専攻科入学案内に「専攻科の教育方針」及び「求める志願者像」を記載している

（資料１－２－②－５，６）。 

 

 

資料１－２－②－２ 

 

本校の目的を記載した印刷物（平成23年度ポケットガイド）の配布状況 

 

配布時期 行事・配布先等 配布部数 

平成 23 年 ７ 月  中学校へ送付 500 部  

平成 23 年 ７ 月  入試説明会にて配布 200 部  

平成 23 年 ７ 月  公開講座にて配布 100 部  

平成 23 年 ７，８月  アカデミックセミナーにて配布 146 部  

平成 23 年 ７，８月  インターンシップ巡回企業先に配布 100 部  

平成 23 年 ８ 月  18 日  女子中高生理系進路支援事業にて配布 104 部  

平成 23 年 ９，10 月  入試説明会にて配布 400 部  

平成 23 年 10 月 １，２日  オープンカレッジにて配布 300 部  

平成 24 年 ３ 月   １日  鈴鹿高専産学官交流フォーラムにて配布 85 部  

計  1,935 部  

 

（出典：総務課及び学生課資料） 
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資料１－２－②－３

平成２４年度学科学生募集要項・入学案内（抜粋） 

（２）教育理念  

２１世紀を迎えた今、科学技術の高度化と国際化の到来により、技術者教育を担う高等

教育機関には新たな展開が求められています。そのため、鈴鹿高専では建学の精神を範と

した、次のような教育理念を定め、「世界に羽ばたく創造的なエンジニア」の育成を目指

しています。 

① 広い視野から価値判断ができ、技術者精神を備えた豊かな人間性を涵養します。 

② 科学技術に関する高い専門知識と技術に基づく深い洞察力と実践力を育成します。 

③ 未知の問題に果敢に挑み、新たな価値を創造する力を育てます。 

④ 心身を鍛え、己を確立し、自ら未来を切り拓く力を育てます。 

 

２．アドミッション・ポリシー（学科入学者受入方針） 

（１）求める入学志願者像 

 ・自然科学に興味をもち、将来の科学技術の発展に夢を抱く人 

 ・自らの向上をめざして継続的に自己学習ができる人 

 ・何事にも積極的に挑戦する意思と意欲のある人 

 

（出典：学生課資料）
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資料１－２－②－４

平成２４年度入試 中学校主催等入試説明会等参加一覧 

（出典：学生課資料）
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資料１－２－②－５

 

平成２４年度編入学生募集要項・編入学案内（抜粋） 

１．鈴鹿高専について 

（１）鈴鹿高専の歴史 

  昭和 37 年(1962 年)４月に、我が国の工業を支える優れたエンジニアを育成するため、中学

校卒業後の５年間で大学の学部と同水準の専門教育をめざす国立の高等教育機関として設立さ

れたのが高等専門学校（略称「高専」）です。 

鈴鹿高専は全国で 12 ある一期校の一つとして設立され、機械工学科、電気工学科（現電気電

子工学科）、工業化学科（現生物応用化学科）の３学科体制で出発しました。その後金属工学

科（現材料工学科）と電子情報工学科が増設され、これまでに 7,400 人以上の卒業生が巣立ち

ました。そして、技術者や研究者あるいは企業経営者として社会で活躍し、教育界や産業界の

方々から高い評価を受けています。 

また、平成５年には、科学技術の進展と本格的な国際化時代の到来に対応するため、学科５

年間の教育課程を卒業後さらに２年間の高度な専門教育を実施する「専攻科」を設置し、国際

社会で活躍できる人材の育成に努めています。  

平成 16 年４月には技術者教育の新地平をめざして、独立行政法人「国立高等専門学校機構」

が設置する国立高専の１つとして組織改変がなされるとともに、平成 18 年３月には大学評価・

学位授与機構の認証評価を受け、高等専門学校評価基準を満たしていると認定されました。 

 

（２）教育理念 

  ２１世紀を迎えた今、科学技術の高度化と国際化の到来により、技術者教育を担う高等教育

機関には新たな展開が求められています。そのため、鈴鹿高専では建学の精神を範とした、次

のような教育理念を定め、「世界に羽ばたく創造的なエンジニア」の育成を目指しています。 

 ① 広い視野から価値判断ができ、技術者精神を備えた豊かな人間性を涵養します。 

 ② 科学技術に関する高い専門知識と技術に基づく深い洞察力と実践力を育成します。 

 ③ 未知の問題に果敢に挑み、新たな価値を創造する力を育てます。 

 ④ 心身を鍛え、己を確立し、自ら未来を切り拓く力を育てます。 

 

 

（出典：学生課資料）
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資料１－２－②－６

 

平成２５年度専攻科学生募集要項・専攻科入学案内（抜粋） 

 

Ⅰ 鈴鹿高専専攻科について  
 
（１）専攻科の設置  
 

 高等専門学校制度は、工業技術の発展を支える実践的技術者の養成を目指す高等教育機関と

して昭和３７年に創設されました。平成３年７月「学校教育法の一部を改正する法律」に基づ

き、主として高等専門学校を卒業した方を対象に、より高度な教育・研究指導を行い、研究開

発能力、創造力をもった実践的技術者を育成するとともに、社会人技術者を対象にリフレッシ

ュ教育を行うことをも目的として専攻科制度が創設されました。本校専攻科は電子機械工学専

攻および応用物質工学専攻で編成され、平成５年４月に設置されました。 
 
（２）専攻科の教育方針  
 

２１世紀を迎えた今、科学技術の高度化と国際化の進展により、技術者教育を担 
う高等専門学校には、新たな展開が求められています。技術の高度化・融合化を踏まえ、高度

な専門技術・研究開発能力と共に多分野の幅広い基礎技術をあわせもち、さらに、優れた倫理

観、国際的センスを身につけた技術者の輩出が強く望まれています。そこで、本校専攻科で

は、次のような教育方針に基づき、科学技術の分野で国際的に活躍できる実践的技術者の育成

をめざしています。 
① 幅広い基礎技術と高度な専門知識を有し、広い視野から社会の変化に的確に対応できる技術

者の育成 
② 新しい価値を創造する力を備え、研究開発能力、課題探求能力を有し、社会に貢献できる意

欲的な技術者の育成 
③ 社会に対する責任を自覚でき、優れた倫理観をもった技術者の育成 
④ 日本語および英語によるコミュニケーション能力をもった技術者の育成 

 

Ⅱ アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）  
 
（１）求める志願者像  

 
・ 科学技術に興味をもち、その発展に夢を抱く人 
・ 自らの向上を目指して継続的に自己学習ができる人 
・ 論理的に物事を考えることができる人 
・ 豊かな想像力と何事にも積極的に挑戦する行動力をもった人 
・ 広い視野を持ち、国際社会で活躍できる人 

 

 

（出典：学生課資料）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校はその目的を，ウェブサイトへの掲載，各種印刷物の配布等により知り得る状況に置いてい

るほか，入試説明会及び中学校訪問活動等の機会を通じて説明している。 

以上のことから，本校の目的を社会に広く公表している。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 本校の「教育理念・教育目標」の学内での周知及び社会への公表についての取り組

みが，「広報・交流委員会」及び「入学試験委員会」を中心に統一的，一体的に推進している点が

優れていると考えられる。 

（改善を要する点） 該当なし。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

本校の目的として，「本校の使命」，「教育理念」，「養成すべき人材像」，「準学士課程・専攻

科課程，学科・専攻ごとの独自の目的」，「学習・教育目標」，「学生への支援に関する目標」を定

め，さらに本校の中期目標として，「研究に関する目標」，「社会との連携や国際交流に関する目

標」等を定めている。 

本校は，「生涯にわたり継続的に学修し，広い視野と豊かな人間性をもった人材」「高い専門知識

と技術を有し，深い洞察力と実践力を備えた人材」「課題探求能力と問題解決能力を身につけた創造

性豊かな人材」「コミュニケーション能力に優れ，国際性を備えた人材」の養成を目指しており，学

校教育法第115条に規定された高等専門学校一般に求められる目的（深く専門の学芸を教授すること，

職業に必要な能力を育成すること）に合致するものである。 

この「目的」は，教員手帳等各種資料や説明会を通して教職員に周知している。また，学生便覧や

各種オリエンテーション，各クラスルームのパネル掲示により学生にも周知している。さらに，ウェ

ブサイト，広報誌等の資料，入試説明会及び中学校訪問活動等を通して社会に広く公表している。 
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